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戦　　　　　　　　評

　粉河高校のスローオフで試合が始まる。先制を決めたのは、学法石川⑯佐藤のサ

イドシュートだった。負けじと粉河も⑦武内のカットインで反撃し、一進一退の攻

防が続く。両GKの好セーブもあり、4分間得点のない状態が続くが、学法石川⑤櫻

井の連続得点で突き放す。学法石川に退場者が出たところで、粉河⑥岡本、⑧三浦

の連続得点で、10対8と粉河がリードする。学法石川⑧吉田らの得点ですぐさま同

点に追い付く。得点の奪い合いが続く中、前半終了間際、粉河は7人攻撃をしかけ

るもミスで終わり、その間に学法石川⑧吉田がエンプティゴールを決め、15対14で

学法石川のリードで前半を終えた。

　後半は立ち上がり5分間得点が止まる中、粉河⑥岡本のロングシュートで同点に

追い付く。学法石川⑪鈴木のカットインで7ｍTを獲得。⑩國分が決め、再び学法石

川がリードする。一進一退の攻防が続き、後半29分5秒学法石川⑩國分がポスト

シュートを決め、1点リードしたところで、粉河はチームタイムアウトを取り、7人

攻撃をしかけ⑥岡本がロングシュートを決め追い付く。29分45秒学法石川もチーム

タイムアウトを取り、巧みなパスワークから⑬矢作がサイドシュートを決め、25対

24で学法石川が勝利した。
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